
歩行用トラクターの事故を防止するために

トレーラーをけん引している時に、急旋回すると後ろの
トレーラーに押されて「くの字」に折り畳んだようになり
（ジャックナイフ現象）、転倒することがあり危険です。

歩行用トラクターで、後進する時にエンジン回転が高い
とハンドルが持ち上がりやすく、転倒などすると「ひか
れ」や「巻き込まれ」事故の原因にもなります。慎重に操
作しましょう。

歩行用トラクターでは、後進時の挟まれ事故が上位を占め
ています。慎重に操作しましょう。

１．衝突や挟まれる恐れがあるので、後方の立木、支柱、誘引ワイ
ヤーなどの障害物の周りでは余裕ある距離を保つようにします。

２．いざという時のために、安全装置（挟圧防止装置、デッドマン
式クラッチ）の付いた機械を使いましょう。

１．極力緩やかに旋回するように、速度を下げます。
２．操向クラッチではなく、ハンドル操作で旋回します。
３．特に坂道ではジャックナイフ現象を起こしやすいの

で速度を下げエンジンブレーキを使用しましょう。

注意！
トレーラーをけん引していない時でも、
下り坂でサイドクラッチを切るとク
ラッチを切っていない方向に急旋回す
るので注意が必要です。

後進時には障害物に注意

後進の発進時にはゆっくりと

トレーラーをけん引している時はジャックナイフに注意

エンジン回転を極力下げる 低い後進速度段に入れる ハンドルをしっかり抑え
ながら、ゆっくりとク
ラッチをつなぐ

注意！
誤って巻き込まれそうに
なった時のために、ロー
タリーのカバーは絶対外
さない！

ロータリー後部カバー
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